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山田場 １２ （ ５．０％）
私里場 １２ （ ５．０％）
板持場 １ （ ０．４％）











































１月 ２月 ３月 閏３月 ４月 ５月 閏５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 合計
天和３年（１６８３） － － － ３ ８ ７ ７ ９ １９ １２ ６ ６ ４ ８１
貞享元年（１６８４） ４ ４ ４ ３ ２ １ ８ ２３ ５ ６ ５ ０ ６５
〃 ２年（１６８５） ４ ３ ７ ８ ５ ４ １２ ２４ ７ ５ ２ ５ ８６
〃 ３年（１６８６） ０ ２ ７ － － － － － － － － － － － ９
合 計 ８ ９ １８ － １４ １５ ７ １２ ２９ ６６ ２４ １７ １３ ９ ２４１
１月 閏１月 ２月 閏２月 ３月 閏３月 ４月 ５月 閏５月 ６月 ７月 ８月 閏８月 ９月 １０月１１月１２月 合計
貞享３年（１６８６） － － － － － － － － － － － － ３ ３
〃 ４年（１６８７） １ １ ０ ０ ２ １ ２ ３ ０ ３ ０ ６ １９
元禄元年（１６８８） ０ ２ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ２ １ １ ２ １１
〃 ２年（１６８９） １ ２ ３ ３ １ ０ ０ １ １ ２ ０ ２ ３ １９
〃 ３年（１６９０） １ ２ ２ １ ０ ２ ２ １ ３ ３ ２ ５ ２４
〃 ４年（１６９１） １ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３ １ ４ １４
〃 ５年（１６９２） ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ２ ２ ２ ０ １０（不明１）
〃 ６年（１６９３） ０ ０ １ １ １ ０ １ ３ ２ ２ １ １ １３
〃 ７年（１６９４） １ ２ ０ ０ ２ １ １ ２ ３ １ ３ １ ０ １７
〃 ８年（１６９５） ２ ３ １ １ ０ ０ ０ ２ ０ ０ １ １ １１
〃 ９年（１６９６） ０ ０ １ ０ １ ２ １ ０ ０ １ ２ １ ９
〃１０年（１６９７） １ ２ － － － － － － － － － － － ３


















忠 兵 衛 ４８ （１９．９％）
孫 七 ２６．３ （１０．９％）
太 郎 八 １６．３ （６．８％）
次郎兵衛 １４ （５．８％）
市 兵 衛 １４ （５．８％）
こ り ん １０ （４．１％）
半 兵 衛 １０ （４．１％）
喜平（次） ８ （３．３％）




















忠 兵 衛 ２２ （１４．４％）
治右衛門 １５ （９．８％）
勘 兵 衛 ９．５ （６．２％）
こ り ん ９ （５．９％）
半 兵 衛 ９ （５．９％）
次郎兵衛 ７ （４．６％）
権 太 郎 ５ （３．３％）
了 意 ５ （３．３％）
与惣（三）兵衛 ４ （２．６％）
市 兵 衛 ３ （２．０％）















四郎兵衛 １石 ４升３合 （１４．９％）
八右衛門 ６斗６升９合５夕（ ９．６％）
林 助 ４斗５升９合２夕（ ６．６％）
次郎兵衛 ４斗１升６合２夕（ ５．９％）
六右衛門 ２斗７升９合６夕（ ４．０％）

















取得順 ９巡目 １０巡目 １１巡目 １２巡目 １３巡目 １４巡目 １５巡目 １６巡目















２ 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 市 兵 衛 太 郎 八 仁右衛門 仁右衛門
３ 太 郎 八 太 郎 八 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 次郎兵衛 仁右衛門 太 郎 八
４ 次郎兵衛 次郎兵衛 仁右衛門 仁右衛門 孫 七 仁右衛門 市 兵 衛 仁右衛門
５ 忠 兵 衛 仁右衛門 忠 兵 衛 孫 七 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 仁右衛門
６ 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛
７ 孫 七 仁右衛門 仁右衛門 忠 兵 衛 半 兵 衛 権 太 郎 権太郎・仁右衛門 忠 兵 衛
８ 孫 七 市 兵 衛 太 郎 八 太 郎 八 仁右衛門 市 兵 衛 権 太 郎 次郎兵衛
９ 仁右衛門 忠 兵 衛 次郎兵衛 仁右衛門 忠 兵 衛 権 太 郎 仁右衛門 忠 兵 衛
１０ 仁右衛門 孫 七 市 兵 衛 次郎兵衛 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 市 兵 衛
ａ 貴志場：割数１０














２ － 市 兵 衛 孫 七 次郎兵衛 孫 七 孫 七 仁右衛門 太 郎 八
３ － 孫 七 仁右衛門 市 兵 衛 仁右衛門 仁右衛門 市 兵 衛 仁右衛門
４ － 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 太 郎 八 仁右衛門 孫 七 次郎兵衛
５ － 忠 兵 衛 忠 兵 衛 仁右衛門 忠 兵 衛 孫 七 忠 兵 衛 忠 兵 衛
６ － 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛
７ － 忠 兵 衛 孫 七 仁右衛門 孫 七 忠 兵 衛 仁右衛門 忠 兵 衛
８ － 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 次郎兵衛 太 郎 八 仁右衛門 市 兵 衛
９ 忠 兵 衛 太 郎 八 仁右衛門 忠 兵 衛 市 兵 衛 仁右衛門 忠 兵 衛 孫 七

































取得順 １巡目 ２巡目 ３巡目 ４巡目 ５巡目 ６巡目 ７巡目 ８巡目
１ － 孫 七 仁右衛門 太 郎 八 市 兵 衛 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門
２ － 喜 平 喜 平 喜平（次）喜 平 喜 平 喜 平 喜 平
３ － 孫 七 忠 兵 衛 太郎八・孫七・仁右衛門 忠 兵 衛 半 兵 衛 孫 七 忠 兵 衛
４ － 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛
５ － 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門








































２ － 仁右衛門 孫 七 －
３ － 仁右衛門・孫七 忠 兵 衛 －
４ － 忠 兵 衛 忠 兵 衛 －
























































仁右衛門 孫 七 仁右衛門 孫 七
〔貴〕









































































２ － 仁右衛門 !市 兵 衛"仁右衛門 治右衛門 勘 兵 衛
３ － 勘 兵 衛 勘 兵 衛 次郎兵衛 －
４ － 次郎兵衛 次郎兵衛 仁右衛門 －
５ － 忠 兵 衛 仁右衛門 忠 兵 衛 －
６ － 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 －
７ － 権 太 郎 忠 兵 衛 治右衛門 －
８ 仁右衛門 仁右衛門 治右衛門 勘 兵 衛 －
９ 仁右衛門 忠 兵 衛 勘 兵 衛 仁右衛門 －
















取得順 １巡目 ２巡目 ３巡目 ４巡目 ５巡目 ６巡目 ７巡目
１ － 仁右衛門 仁右衛門 治右衛門 仁右衛門 仁右衛門 与三兵衛
２ 喜 平 喜 平 了 意 了 意 了 意 了 意 了 意
３ 忠 兵 衛 忠 兵 衛 仁右衛門・治右衛門 仁右衛門 仁右衛門 半 兵 衛 忠 兵 衛
４ 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛 半 兵 衛
５ 仁右衛門 仁右衛門 仁右衛門・治右衛門 仁右衛門 仁右衛門・治右衛門 仁右衛門 仁右衛門











































（にしい方４）（ 欠 落 ）
２ － 市 兵 衛 仁右衛門 仁右衛門 与惣兵衛 勘 兵 衛 治右衛門 仁右衛門
３ － 半 兵 衛 仁右衛門 治右衛門 仁右衛門 仁右衛門 忠 兵 衛 仁右衛門
４ － 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛 忠 兵 衛
５ 次郎兵衛 権 太 郎 次郎兵衛 次郎兵衛 仁右衛門 与三兵衛 次郎兵衛 仁右衛門
ｃ’ 山田場：割数５
取得順 ９巡目






















２ 勘 兵 衛 与三兵衛 仁右衛門
３ 治右衛門 仁右衛門 仁右衛門





















取得順 １巡目 ２巡目 ３巡目 ４巡目 ５巡目 ６巡目













































仁右衛門 こ り ん
ｆ’ 私里場（＝にしい方）：割数６
注）〔貴〕は、貴志場の「にしい方」から私里場に入ってきた死馬であることを示す。
以下、〔長〕は、長野場、〔山〕は、山田場、〔板〕は、板持場から入ってきた死馬
であることを示す。
１つ目――にしい方（＝私里場）の取得方式で取得。記載はない
が、史料１で判明。
２つ目――記載なし。
３つ目――記載なし。
それらを整理すると、次のようになる。
１つ目――勘兵衛・権太郎、勘兵衛・仁右衛門、勘兵衛・治右衛
門などで取得（ただし事例が少ないため他の株持ち・
順番は不明）。
２つ目――仁右衛門、権太郎、治右衛門などで取得（ただし事例
が少ないため他の株持ち・順番は不明）。
３つ目――仁右衛門がすべて取得。
４つ目――こりんがすべて取得。
５つ目――仁右衛門と治右衛門が取得（ただし事例が少ないため
順番は不明）。
桃山学院大学人間科学 No. 35
－４８－
６つ目――仁右衛門とこりんが交互に取得。
ｇ’ 上の三人場：割数２
丸 番――市兵衛と仁右衛門などが取得（ただし事例が少ないた
め他の株持ち・順番は不明）。
三人番――仁右衛門などが取得（ただし事例が少ないため他の株
持ち・順番は不明）。
以上のように、基本的には牛馬同様の方式（死牛と死馬とでは取得者・順
番が違うところもかなりあるが、共通するところも少なくない）で、それぞ
れ株所持者が取得していたものと考えられる。相当複雑なので、天和～元禄
期においても安永３年（１７７４）８月の「草場米割之日記」のような配分表が
死牛と死馬ごとにあって、それに基づいて取得していたものであろう。そし
て、このような複雑な取得方式をとったのは、あらかじめ決められていた株
所持者間の配分率を実現するさい、（１）死牛馬に傷がついているかどうか、
病死か老衰死か、処理するのに不便なところで死んだか便利なところで死ん
だか、等々の偶然性による不満感・不公平感を緩和しようとしたため、（２）
死牛馬を取得して処理する作業が偶然性によって１軒の家に集中しないよう
に（１軒で一時に多数の死牛馬を処理するのは、複数の技術職人を擁してい
ても困難なので）、適切に分散するようにしたためと、今のところ推量してい
る。
以上が、江戸前期の死牛馬割帳の分析結果である。今後、残されている４
冊の同種の史料もあわせて分析して、死牛馬取得をめぐる実相をその後の変
化も含めて、さらに詳細に解明していきたい。
江戸前期における草場の実態と死牛馬の取得状況・取得方式
－４９－
註１）『旧高旧領取調帳』近畿編、近藤出版社、１９７５年、１２６頁。『大阪府の地名』"、平
凡社、１９８６年、１１６２頁。
２）文政１１年２月「河州石川郡新堂村明細帳」『富田林市史』第４巻、史料編!、富田
林市、１９７２年、史料２。なお、近世における新堂村枝郷皮多村の歴史について、同
第２巻（本文編" 中世編・近世編、１９９８年）第２章第２節で約３０ページにわたっ
て詳述されている（福山昭執筆）。他に、河内水平社創立五十周年記念誌編集委員会
編・刊『最後のひとりの立場に ―河内水平社の歴史―』（１９８３年）があるが、水平
社の歴史が中心なので、前近代のことはごくわずかしかふれられていない。
３）『大阪の部落史』第９巻 史料編 補遺、部落解放・人権研究所、２００８年、史料９。
４）同上、史料１０。
５）和泉国南郡島村（皮多村）の草場も、「三人中草場」をはじめ４つの場に細分され
ていた。その取得方法も、「番廻し」など、後述の富田村の方式と共通しているとこ
ろがあり、注目される（藤本清二郎『近世賤民制と地域社会』清文堂、１９９７年、第
８章第２節）。なお、のびしょうじが、藤本の研究成果を踏まえつつ、１６～１７世紀の
大阪府域の草場について、島村を中心に分析している（『被差別民たちの大阪 ―近
世前期編―』部落解放・人権研究所、２００７年、第１１話）。
６）前掲『大阪の部落史』第９巻 史料編 補遺、史料１２。
７）藤本前掲書、第８章第２節。
８）畑中敏之『「かわた」と平人 ―近世身分社会論』かもがわ出版、１９９７年、第４章。
９）大東市北条部落史研究会編『被差別部落・北条の歴史 大東市史追録』大東市教
育委員会、１９７５年、第４章第２節。
＜追記＞
本稿は、大阪の部落史委員会発行『大阪の部落史 通信』第４２号（２００８年３月）
掲載の「第９巻 収録 近世前期の死牛馬割帳について」を、紙幅の制約で言及す
ることのできなかった部分を補充したり、掲載できなかった表を挿入するなど、大
幅に増補したものであることをお断りしておきたい。
桃山学院大学人間科学 No. 35
－５０－
